
ベルリン巡検 

―分断と統合の街― 

 

 現代ヨーロッパを象徴するこの語句が今，最もよく当てはまる都市がベルリンでしょう。

ドイツ再統一とともにベルリンの壁が消え去り，ドイツの首都として多額の資金が投入さ

れ，東西対立時代の殺伐とした景観は新造のビル群とともに再生されました。かつての中

心商店街フリードリヒ通りも，賑わいを取り戻して見事に復活しています。しかしその一

方で，わずか 40 年間とはいえ東西分断の「後遺症」は予想以上に重く，経済的魅力はなか

なか高まらず，企業の出足も依然として鈍いままになっています。ヨーロッパはおろかド

イツ国内においてすら，ベルリンの経済的地位は，大国ドイツの首都とは思えないほど低

いのです。 

 巡検では，このような二つのモメントがいびつに同居するベルリンの市街地の様子を，

特に都心部を中心に歩いて観察しました。旧東西ベルリン間に依然としてみられるはっき

りとしたコントラストをはじめ，ウンターデンリンデン通りに代表されるような歴史的中

心部の再生事業と観光地化，旧西ベルリンのインナーシティ（トルコ人地区）や，旧東ベ

ルリンの再生地区（プレンツラウアベルク）などが主なポイントとなりました。また，投

宿したホテルが東ドイツ時代に造られた住宅団地地区にあったため，トラムを利用して観

察した旧東ベルリン地区の景観と人々の暮らしが印象的でした。郊外にあるナチ時代の強

制収容所ザクセンハウゼンの訪問時には，冬の北ドイツ特有の冷たい風雨に見舞われ，心

身ともに応える時間をすごしましたが，それだけ歴史の重みを十分に感じることができた

ように思います。 

 

 

ベルリン都心部にて：ベルリン大聖堂と解体中の旧共和国宮殿 


